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総説

精神科医療看護における倫理の動向

Recent Development of Nursing Ethics in Psychiatry 

荻野 雅 l

Masa Ogino 

要 旨

本論文は，精神科医療看護における倫理について，過去 10年間の文献を検討し，その動向を明らかにしたも

のである．

文献検索データベースとして psycINFO,MEDLINE, CINAHLの3つを用い， "nursing","ethics", "psychiatry" 

をキーワードとして文献を検索し， 48件の文献を対象とした．分析方法は主題分析である．その結果，「認知

症・高齢者の看護における倫理」「司法精神科医療看護における倫理」「一般精神科医療看護における倫理」の 3

つのカテゴリーに分けることができた．認知症・高齢者看護に関する論文では，認知症を患うことで意思決定能

力が低下した場合，患者の意思を尊重した意思決定をどのようにすべきかが論じられていた．司法精神科医療看

護に関する論文では，患者の治療と保護監督という矛盾する社会的使命を担ったことでさまざまな倫理的問題を

抱えていることが明らかにされていた．一般精神科医療看護に関する論文では，精神疾患により患者が自分の利

益を判断できないことが生じ，医療者が患者に代わり患者の最善を考えた医療看護を提供すべきというパターナ

リズムと，患者の自己決定権を尊重すべきという専門職者としての正義の対立から倫理的問題が生じていること

が明らかにされていたこの問題の解決のためにガイドラインの整備，事前指示の導入，倫理原則を適用するよ

りも医療者と患者の関係性からアプローチするという 3つがあげられていた．

キーワード：倫理 Ethics 看護 Nursing 精神科 Psychiatry

Abstract 

The aim is to clarify the recent development of nursing ethics in psychiatry through to examining the 

literature during the past ten years. 

The databases of psyclNFO, MEDLINE, and CINAHL were used and the keywords were "nursing", "ethics", 

and "psychiatry" for literature survey. Forty eight documents were analyzed by thematic analysis. 

At the results, three categories of "the ethics in nursing for cognitively impaired elderly people", "the ethics 

in forensic psychiatric nursing", and "the ethics in psychiatric nursing" were identified. 

The determination of decision-making process in elderly people with dementia was discussed. In nursing 

for cognitively impaired peoples'patients'intentions were respected. 

It became clear that there were various ethical problems due to the contradictions between social mission 

of medical treatment for patients and protection of supervisor in forensic psychiatric nursing. 

It was clarify that the ethical dilemma was caused by the conflict of paternalism vs justice in psychiatric 

nursing. Paternalism is the view that a health professional should consider a patient's best benefit and decide 

the medical treatment for patient. The justice is the view that a health professional should protect patient's 
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self determination. 

Thre~solutions for ethical problems were proposed: preparation of the guidelines, introduction of advances 

directives and application of the relational ethics approach rather than ethical principles. 

Keywords: "nursm .. ヽヽ .. ヽヽg . ethics . psychiatry" 

1 . はじめに

近年の医療の著しい進歩に伴い，医療者の善意のみでは

対応できない間題が医療現場で生じるようになった．終末

期医療生殖医療などの発展によって私たち医療者は，生

命の尊厳とは何か，医療者としてどうあるべきかをあらた

めて問われている．

精神科医療は，生命倫理とはまた異なった倫理的問題を

抱えている．精神科医療の対象となる精神病は，古くから

偏見にさらされており，弱者として保護される者とみなさ

れてきた．昨今の当事者意識の高まりとともに，ノーマラ

イゼーション， リハビリテーションの理念を基盤として，

精神科医療看護における倫理について再考されつつある．

2 問題の背景一看護倫理の歴史的変遷

倫理とは，人としての何をすべきかという価値・信念あ

るいは行為・行動であり，あるいは人として何を行うこと

が正しいのか，間違っているのか，人間の行いで何が善で

何が悪かを検討することである．よって医の倫理とは，医

師として行う正しい行動とは何かを検討することであり，

あるいは何が正しいのかあるいは間違っているのかを示

す指針であり，その指針に基づいた行動を指す（福井ら，

2003). 

医師としての倫理を説いた一番古いものは「ピポクラテ

スの誓い」である．そこには「私は能力と判断の限り患者

に利益すると思う蓑生法をとり，悪くて有害と知る方法を

決してとらない」（厚生省健康政策局医事課， 1985) とあ

る．医師としてどうあるべきかを追求した考えは，徳の倫

理を基盤としている（小西， 2007). 徳の倫理とは，人と

してどうあるべきかその理想像を追求し，倫理原則ではな

く，なされるべき行為の性質や行為者の性格に注目するも

のである（小西， 2007). 専門職者としての高い倫理観を

持つ，徳を備えた医療者の善行・無害は，患者に最善の利

益をもたらすと考えられており，現在の医療での基盤と

なっている．そのため専門職者としてどうあるべきか，医

療者には高い倫理観が求められ，その行動のための指針で

ある倫理綱領や倫理コードが作られている．

看護師も医師と同様に専門職者としての倫理について早

くから取り組んでいた. 1893年にヒポクラテスの誓いを

もとに「ナイチンゲール誓詞」が作られ， 1953年には国

際看護師協会大会で看護師の倫理に関する国際的な綱領が

採択されている．当時は看護専門職としての倫理観もやは

り徳の倫理を基盤としたものであった．

しかし 1950年代からおこった人権に関わるさまざまな

市民運動の中で，患者の権利意識も高まってきた．医療者

の善意を基盤として，患者の利益のために患者に代わって

医療者が意思決定をするということは，パターナリズムで

あると批判されることとなった．患者自身が自分で医療を

選択するという考え方がおこった

一方，科学技術の進歩により出生前診断や尊厳死といっ

た人の生命をめぐる新たな倫理的問題も生じてきた． これ

らの医療をめぐる複雑な倫理的問題は，医療者の善行・無

害の考え方では解決できない問題であった．この問題を解

決するための示唆として，生命倫理の原則をまとめたのが

BeauchampとChildress(1989)である．倫理的問題に対

し，医療者として何をすべきかということを倫理原則に

のっとって考え，行動すべきであるという考え方へと移行

してきた．

看護倫理においても，倫理原則に基づいて倫理的問題を

考える考え方へと移行してきた．一方でその考え方が看護

の実情に即していないことも違和感として残った．看護は

従来，患者に寄り添い，患者を中心とした考え方が求めら

れる．患者を取り巻く状況を客観的に捉え倫理原則に当て

はめ，医療者としてどうあるべきかを考え， 自分の行動の

選択を決定するよりは，患者に専心し，今患者が何を望ん

でいるのか患者の立場に立って考えて自分の行動を決定す

ることが多い．つまり，患者との関係性における責任や個

人的絆から，今，自分が何をするのが正しいのかを考える

ケアリング倫理 (Noddings, 1984)の考え方が，看護倫

理として検討されるようになってきた．

複雑な倫理的問題が生じている現在の臨床で，医療の一

端を担う看護師は，看護師としてどうあるべきかという高

い倫理観をもち，また倫理原則に基づいて行動を選択する

ことが求められている．その中でも，患者の自己決定権を

尊重し，患者の権利擁護をするアドボカシー役割を担うこ

とが看護として重要であると考えられるようになってきた

(Fry, 2002). 
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3. 研究目的

精神科看護における倫理に関する問題は，上記のような

背景を有している．本論文は，精神科医療看護における倫

理について，過去 10年間の文献を検討し，精神科医療看

護における倫理の動向を明らかにし，今後の課題を論じる

ことを目的としている．

4. 文献検討方法

文献検索方法は， psycINFO, MEDLINE, CINAHLの

データベースを用い， "nursing", "ethics", "psychiatry" 

をキーワードとした．検索条件は，発行年が 2001~2011

年，論文種類は学術論文，言語を英語・日本語とした．

文献の要旨を主な分析対象とした．文献の要旨がついて

いない，あるいは要旨では詳細な内容がわからない場合に

は，本文を分析対象とした．分析方法は主題分析 (Braun,

V., Clarke, V., 2006) を用いた．論文の概要，著者の主張

あるいは結論を抽出し，そこから主題を明らかにし，類似

性でカテゴリー化を行った．精神科医療看護における倫理

についての動向を考察した．

5 結果

1) 文献検索の結果

文献検索の結果， 79件の文献がヒットした．そのうち，

重複している論文，精神科医療看護および倫理に関連しな

い論文を削除したところ， 59件となった. 59件の文献の

うち，精神科医療の問題や精神看護の専門職の機能が主題

であり，倫理そのものが主題ではない文献 11件を除き，

検討する対象文献を 48件とした．対象文献の一覧が表 1

である．

対象文献は大きく 3つのカテゴリーに分けることができ

た．「認知症・高齢者の看護における倫理」「司法精神科

医療看護（心神喪失状態で重大な他害行為を行った者への

医療及び看護）における倫理」「一般精神科医療看護（精

神病を対象とした精神科における医療及び看護）における

倫理」の 3つである（表2).

2)精神科医療看護における倫理の現状

(1) 認知症・高齢者の看護における倫理

認知症・高齢者の意思決定の在り方を探求した論文が6

件，認知症・高齢者に追跡装置をつけることの倫理的問題

を論じた論文 1件，認知症・高齢者への医療における倫理

的配慮についての声明が 1件であった高齢者が認知症を

患うことで意思決定能力が低下し，またその意思を確認で

精神科医療看護における倫理の動向（荻野）

きなくなった場合，患者の意思を誰がどのように判断する

のかが問われていたそのために有効な手段として考えら

れている事前指示は，実践上では問題も多い．特に治療を

拒否する事前指示や安楽死についての指示は，患者の意思

よりも医療上の判断がおこなわれている場合が多いことを

de Boer (2010) は指摘している．

(2) 司法精神科医療看護（心神喪失状態で重大な他害行

為を行った者への医療及び看護）における倫理

司法精神科医療看護における倫理的問題を提起し，そのあ

り方を探求した論文が9件，司法精神科医療従事者への教育

方法についての論文が2件，司法精神科医療看護の質の改

善方法の探求についての論文が2件，司法精神科医療看護

における治療プログラムを検討する論文が2件であった．

司法精神科医療看護における倫理的問題として， Coffey

(2002) は地域で生活をする司法精神科医療監督下におけ

る患者の強制的治療について， また Koller(2002) は司法

精神科病棟での患者のプライバシーが守られない状況につ

いて，倫理的問題として言及している．さらに，医療者が

患者を差別的な隠語で表現していたり (Peternelj-Taylor,

2004), 医療者が患者に対してあからなさまな不信感を

もっている (Wendy, 2009) など，医療専門職者として

の倫理観の低さを指摘した論文もあった．

司法精神科医療および看護において人権侵害が生じて

いると指摘している論文がある一方で， Peternelj-Taylor

(2004) は，司法精神科医療看護における倫理的問題の根

源は，触法（法に触れる）行為をした精神障害者に対する

治療と監督の対立であると述べている．患者の治療を優先

するのか，社会正義のための患者の保護監督を優先するの

か．医療者は，相対立する二つの社会的使命を担ってい

る．この社会的使命の矛盾により，倫理的問題が生じてい

ると指摘している. Mason (2002) は，司法精神科医療看

護について法的な立場で考えるのか医療としての立場から

考えるのか，その対立を考慮して検討しなければならない

と述べている．

相反する社会的使命を担っている司法精神科医療看護

で生じる倫理的問題解決の示唆として， Mason(2009) 

は，倫理的問題に対して医療者の行動指針となるガイドラ

インを作成することを提案している． しかしガイドライ

ンは行動の指針であり，倫理は個人の内面の規範である

(Kohlberg, 1987). ガイドラインのみでは，倫理的間題

を解決する専門職としての倫理観や責任を培うことはでき

ない．医療者としての倫理観をもって， 目の前で生じてい

る倫理的問題の解決に取り組む必要がある．

臨床現場で生じる倫理的問題解決には，倫理原則を適用

し倫理的推論過程を展開して解決を目指して討論していく

方法がある． しかし， Wendy(2009) の論文からは，こ
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表 1 対象文献一覧

題名 第一著者 掲載誌 主題および概要 結論 論文種類

1 Adecoledtmcteiitsrlpuiaoy drnii-nspmoaan l atkipebianenttttg swe: irnen a es scn erdvoneseutsrre-escrlemuy s ltiinfrull ironam g l 

Richter J; Eisemann International Journal Of Nursing 高齢の重症疾患患者の治療における看 スウェーデンの看護看倫護理師は， 認知障害の 質問紙査による実
MR Studies (4[I)n, t J Nurs Stud] 2001 Aug; 護師の意思決定に関する要因とその根 レベル， ドイツの 師は，点患が者意の年 態調

Vol. 38 pp. 381-8. 底にある態度についての， ドイツとス 齢定に希望，そして 的視 思は事決
ウェーデンの看護師の国際比較調査論 関連していた 多くの看護師

Sweden and Germany. 文 前指示や DNRを活用しており，患者

の意思に反する CPRに対しては反対で

あった

Betihg icbarol itmhepr licis atwioants choif neg leycoturo-nthic e 
Welsh. S .. Aging & Mental Health, Vol 7(5), Sep, 高齢検討の認知症患者や知的障害者に追跡装置をつけることについての倫理的問題 総説

2003. pp. 372-375. を した論文 著者は．科学技術を用いることは人間の尊厳や自由を侵害す

2 surveillance measures in the elderly る可能性がある， リスクと利益の対立という視点から慎重に考えねばならない

with dementia and in adults with と主張している

learning difficulties. 

Advances directives in dementia: de Boer, Marike E .. International 10Ps. yDcDh. o2g01er-ia20tr8i. cs. Vol 認知症患者の事前指示思事例決は．定を患者をケア 事前指示は患者の意思を治療やケアに 事例検討

Issues of validity and effectiveness. 22(2), Mar, 20 pp. -208. する際の医療者の意 にどのよう 生かす有効な手段であるが 実否践す上る事で

旦認 3 

に視貢献点しているか， 通して倫理 は問題も多い 特に治療を拒

的 から検討した論文 前指示や安楽死についての指示は，患

者の意思よりも医療上の判断がおこな

われている場合が多い

醤者
Deliberative assessment of surro- Kim. Scott Y.H .. Alzheimer's & Dementia, Vol 6(4), Jul, 認知族症等患の者代理を対人象とした研究における 教育プログラムは，認知症患者の代理 教育プログラム

gate consent in dementia research. 2010. pp. 342-350. 家 の同意について，一般 人としての家族の同意についての社会 による介入研究

の人々を対象に教育的プログラムを提 的ポリシーや患者に対する責任につい

4 
供し，その認識の変化を明らかにした ての知識を提供し，参加者が果たすべ

j 
論文 き代理人機能についてグループワーク

を取り入れた そのプログラムを受け

ることで， 参加者は代認理識が人高としての家
族の責任についての まった

お Do caregivers'experiences cor- Huizing, Anna R.. International Journal of Geriatric 認知症患者のケアにおいて抗認知薬の
認知症患者の介診護断問者題，患はで抗者あ認のる知不と薬の使用，

半構成式インタ

け rin estphoe nd with the concerns raised Psychiatry, Vol 21(9), Sep, 2006. pp. 使用． 認知症の早倫期理診的断． 患者の不合 認知症の早期 合理な要 ビューによる実

literature? Ethical issues 869-875. 理な要求など， 問題であると文 求など倫理的な問 であるという認識 態調究

畠理
5 relating to anti-dementia drugs. 

献知よタ症でっピ指摘されている問題について． 認
はなかった

患者をケアしている介半構護者成式がどの
に認識しているか． イン

タ ューを行い検討した論文

Eadthuilcts al adned cimsioorna-ml iankteinng sitayb: oA ut older Malloy, D. C .. 
Jthoue rnInasl itouf te Moef dMicael dEictahl icEst: hJiocus, rnVaol l of 

構異文化の背景を有している医師により 異文化の背景を持つ医定師は，高齢者の グループインタ

6 n inter- 成されたグループのデイスカッショ 治的療価における意思決 において，文化 ビューによる実

national study of physicians. 34(4). Apr, 2008. pp. 285-296. ンを通し．医師が直面している倫理的 値観と倫感理原則が対立し，倫理的 態調査
ジレンマについて明らかにした論文 ジレンマを じていた

Substitute consent for nursing home Nicola. Nicola. International Journal of Geriatric オーストラリアのシドニーの 3つの 処方の同意を得ていない， 薬の不物投備が与量多 記た実録態を調対査象とし
7 rmeesiddiecanttis onp. rescribed psychotropic Pppsy. c2h26ia-t2r3y1 , Vol 24(3), Mar, 2009. ナーシングホームに入居中規査の認定し知たと症患 を記載していないなど記録

者順に向精神薬を用いる際の その かった 規定があっても守られていな

守について医療記録を調 論文 い現状が明らかとなった

8 WScoeoncrtslieod nn sPuosf s ycOshtlad iatetArmigc ee nAPt ssosyon ccheiaitathitoicrn y s and 
Katona, C., International Journal of Geriatric 世界精神慮科と連盟のおける高齢査者定精に神医療部門からの高齢者への医療における倫 声明

P13sy19c-h1ia3t2r4y. , Vol 24(12). Dec. 2009. pp. 理的配 高齢者の能力の ついて声明

cdaispoarcditey rsi. n older people with mental 

foAn reenxspic loprasytciohn iaotf rioc thanerd incg orirn ectional 
Peternelj-Taylor C The Canadian Journal Of Nursing 司法精神脱科人格医療化及び看護現監督象において， 患者に対して差別的な隠語を用いることで 総説

Research = Revue Canadienne De 患者の をする がみられる医療者と患，監督するものとされる

9 nursing. Recherche En Sciences Infirmieres という関係性．治療と といった対立する社会的者使命がこれらの現象を引き

[Can 3J 0N-4u6r. s Res) 2004 Dec; Vol. 36 (4). 起こしており．これらの問題について倫理的視点から検討した論文．

pp. 1 

Can a focused staff training Nesset Merete Berg, Scandinavian Journal o2f 00C9a. rDinDg . Sci- 司法精神仔科病棟の看護スタッフに環境 Ward Atmosphere Scale (WAS)では 教育プログラム

10 pain troma goforsaprmhenemrse e ic iapmnsd pyrocphvaiae ttierthinc e t hswoasatpirsd ifatacl? tioA n 

ences, Vol. 23(1), Mar, pp. 117- 療受法の からなる教育プログラムを サプスケールの「関与」「サポート」や「攻実 による介入研究

124. 
けて い，その前後Scでale患(者WをAS対)象 質的なオリエンテーション」「怒り

にWard査Atをm用ospいhてer．e と 撃的な行動」「指示」「ょ組う織し」の項目が．
pilot study. 満足度調 て，病棟の医療の文質 と患者の満足度がじ ょうした

が改善されたかどうかを検討した論 サプスケールのスタッフのコントロー

ルは変化がなかった

Canivaillyizsiins g of thbeeh'Baavriobuar riamno': da ificcraittiiocn al 
Holmes. Dave; Murray, Journal of Nursing Managemr; e1n9t (3U ): 司法精神科治療で行われている，患者に市民としての(B教M養Psを)身につけさせる 総説
Stuart J NURS MANAGE), 2011 Ap プログラムの behaviour較moしd検ific討atしionたp論ro文gra．m著m者eはs について，他の

11 sp etrtoinggras. mmes in forensic psychiatry 293-301 行動療法プログラムと比 behav10ur modification 
pてroいgrるam．mes (BMPs)について科学的根拠もなければ倫理的でもないと主張し

12 sEixonpalol riisnsg uees thwicitah l, ltehge aml. aennd taplly roifll eso-n 
Plichta JE Journal Of Forensic Nursing [J Foren- 死刑囚精神ぅ疾患患者のケアについて倫理的問題，法的問題，そして専門職とし 総説

sic Nurs] 2008: Vol. 4 (3), pp. 143-6. てどのよ に対応すべきかを論じた論文

death row. 

Forensic prseyvciheiw atrainc d ntuhresminagt: ic a Mason T 
JHoeuarnlth al NOuf rPsisnyg chU iaPtrsic ycAhinad tr Mental 司法精神科医療における看護師が直面 看文献検討の結果．司法精神科に関わる 文献検討

literature review Ment する困難さについての文献レピュー 護師が直面している全困難かさとして，
analysis of role tensions Health Nurs] 2002 Oct; Vol. 9 (5), pp. 否定悶的か肯定的か，安 治療か，暴

511-20. 力 理か治療的な効果か，訓練か文

13 
化 成か，という主題があきらかと

なった 結論として司法精神科医療に

関枠わ組る看み護が直え面する困難さは， 医学
的 で考ぅ るか．法的枠組みで考
えるかとい 二律背反が基盤となって

お いる

け 14 Is there a case for paternalism in Williams, Dian L., JTouunrn. 2a0l 07of . Forensic Nursing, Vol 3(2). 司法精神科医療における看護でパターナリズムのケースを紹介した論文 総説

畠理
forensic nursing? Jun, pp. 93-94. 

Mrenusltiic -dmisecniptlainl ahrey alwth orsektintig n in a fo- Mason T; Williams R; 
JHHoeeuaarnlltth h al NNOuuf rrPssi] sn2yg 0c0hU 2 iaPOtrsciyc t; chAVinaotd l. r MMeenntt al イギリスの司法精神科はにと効ユをよ事果ニり例的主ット方すで法のる倫多だ理職と種チームの研究プロジェクトの報告で

実践報告

15 re g: ethical Vivian-Byrne S ある多職種チーム な 言われているが，職種の違いによる緊

codes of reference. 9 (5). pp. 張も存在する職種 と コード（原則）が異なり．それが主な

563-72. 緊張となっているこ を通して考察している

Power and control: forensic com- Coffey M; Jen kins E 
JHHoeeuaarnlltth h al NNOuuf rrPss] isny2g 0c0hU 2 iaPOtrsciyc tc; AhVinaod tl. r 9 MM(e5en)n. tt papl . 

司法精神科，拘医療束における地域精神指保健 司法精神科医療における地域精神加保健 記述的研究

16 mpsaeunrnccetitipoy tn imoanens nd toacf l othmeeapamllit-ah wnocnreuk. risnegs, ' legal 
看護師の の指示の経験と導し 看護師は，チームの意思決定に わっ
た退院システムについての記述的研究 ていることに満足しており．専門職と

521-9. しての責任が増えることを望ましいと

考えていた 地域における司法精神障

害者への強制的な指示は．実用的な判

断として行われていると認識している

ことが明らかとなった

17 Ppdehripevanaroctmy meoenf nopt loaogtf iiea cnaptl s ssytin cuhdtiyha. e trfoic rcleninsiic c: a 
Koller K: Hantikainen NVuol. rs9 in(g 4), Eptph. ic3s 47[N-6u0r. s Ethics] 2002 Jul: 司法精神科医療の二人の患者分析のナラ 司法精神科医療プライバシーは贅沢で 現象学的研究

V テイプな語り意を現味象学的に し，プ あり，人間の基本的権利ではないこと

ライバシーの を探求した論文であ が明らかとなった その役よ割うな状況で
る 看護師は患者に倫理的や を果たす

ことが求められると示唆している

18 Pforor vthide incg rimcuinltaullry alliy nscaonme pinemteantt ec. are 
Charles CE Issues In Mental Health Nursing [Is- 犯罪を犯した精神障害入院患者へ，市民としての教養の能力を提供するケアの 総説

sues Ment Health Nurs] 2010 Jun; Vol. 意義について述べた論文．

31 (6), pp, 432-4. 
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精神科医療看護における倫理の動向（荻野）

題名 第一著者 掲載誌 主題および概要 結論 論文種類

Relational ethics in forensic psychi- Austin Wendy Journal Of Psychosocial Nursing And 司法の監精神督科医療での倫い理う対的問題を検討したろんぶん． 司法精神科医療では．患 総説

19 atn．c settin． gs. 
MNuerns taMl Henet alHth eaSlteh rvSiceervs ] U 20P0s1 ycSheops; oVc ol. 

者 督か治療かと 立の中で，倫理的な問題が生じている この倫理的
な問題に対して，オープンな対話，多側面からの熟考，背景の理解といった関

39 (9), pp. 12-7. 係性のアプローチが解決の示唆となると主張している

Sppsyeccihail atorbic seprrvaacttioicnes : in forensic Mason T; Mason- JHoeuarnlth al NOuf rPsisnyg chU iaPtrsiyc cAhinatd r MMeenntt al 司法精神科医療の特別半構観造察における GTAの分析により「心理社会的融合」 実態調査

gender issues Whitehead E: Thomas 性的問題についての 的インタ 「見世物としてのプライバシー」という

20 of the watchers and the watched. M Health Nurs] 2009 Dec; Vol. 16 (10). pp. ピューによる実態調査 二つのテーマが抽出された 特別観察

910-8. においてその方針を明確にし，ガイド
ラインを作る必要性を示唆している

21 Sannwud resdeeisds'uh pcforoatrfioeensnsasil ioc nnneauel drcssoi. nntg ricbaurteio: ns 
Rask M; Aberg J JHoeuarnlth al NOuf rPsisnyg ch[J iaPtrsic ycAhinad tr Mental 

スウェーデンにおける 4つの司法精神 その組織のケアや質の改善には．信頼． 質問紙調査

n2g 00[J 2 Ment 科紙施調設で働く看護う師を対象とした質問 共感尊重責任を基盤とした患者看

Health Nurs] Oct; Vol. 9 (5), pp. 査どのよ なケアが，ケアや組 護師関係．ケアの本質にのっとったケ

531-9. 織の改善に貢献しているかを明らかに アがの有質効をである 患者看護師関係． ケ
した論文 ア 改善することのできるケアの

本質を教育する必要性を示唆している

22 TMreholae vtiienotg nhaibcl s eeytohof nicfod s rpaerpnipsnic rocipaplcsehys . ctho iaa try: 
Austin. Wendy, Journal of Forensic Pi). sDycehci. a2t0ry 09& . 1 

司法精神科医療の在り方を検討した論文 司法精神科医療は．正義と現実が対 総説

に 8P3s5y-c8h5o0lo. gy, Vol 20(6), , pp. 立している現場である 医療者は．患者を信頼できないと感じている 司法精

お 神科医療の倫理は生命倫理原則では解決できない問題であると著者は主張して

け
いる

理畠
Towards a'forensic lens'model of Mason T: Carton G Journal Of Psisnyg ch[J iaPtrsiyc cAhinatd r Mental 司法精神科医療における多職種トレー 司法精神科医療における多職種トレー 文献レビュー

multidisciplinary training. Health NNuurrss] in2g 00[J 2 Ment ニンmグoのde“l"司の法有レ効ン性ズにモつデしルforensic ニングを検討し，司法レンズモデルは

Health Oct; Vol. 9 (5), pp. lens ヽての文献レ 多職種トレーニングの枠組みとして活

23 541-51 ピュー 用できることを主張．特別な訓練がい
る司法精神科医療では，各々の領域に

おける実際的なトレーニングを行うこ

とが必要であると主張している

foWtiorhneisns: tsleiec xbpmlooiwsliieninug g . a and boundary viola-
Peternelj-Taylor C Nursing Ethics [Nurs Ethics] 2003 Sep; 司法精神科医療における性的な暴力のケースを通して．内部告発について論じ 総説

24 colleague in the Vol. 10 (5), pp. 526-37; discussion 537- た論文 同僚を訴えることについて．権利について倫理的側面から慎重に検討

40. しなければならないと主張している

lts o ibt raecack epcotanbfilde efontr iaa litpy sytco hpiarterviset nt 
Guedj, Myriam, International Journal of Law and 精他神害科の医が， 守秘義務を破って患者の 一般の人々も医療食者も守秘ぐむを破 実態調査

Psychiatry, Vol 32(2), Mar-Apr, 2009. 可能性を患者のパートナーに伝 ることについては状況に夜という回答

25 spousal violence? pp. 108-114. えることの是非について．一般の人々． が一番多かった 一般の人々は，医師

医師．看論護文師．心理士を対象として調 や看護師に比べ守秘義務を破ることを

査した 望んでいた

Nurses'and lpuhsyiosn icaiannd s'reesdturacaintit onal Kontio R; Valimaki M; 
Ps(3pe)e. rcpsp! peP. c1st9yi8vc-eh2s ia0In t7r . CPsayrec] h2ia0t0r9 ic JCula; rVe o[Pl. e4r5 -

看護師，医師を対象に，フォーカスグ 看護師．医師は．拘束．隔離をするこ

needs in sec Putkonen H: Cocoman ループを用いて，拘束，隔離について とについて．病棟での問題に即した教

26 practices. mA; aTneun rpLe; inJoeffn e SG ; Kuos- の教育的必要性を探求した論文 育と管理的なサポートを必要としてい
た マンパワーの不足や拘束，隔離の

高い比率がある現場では，倫理原則は
意味がないと述べられていた

Mental health advocacy with black Newbigging, Karen, Current Opinion in P5s8y8c-h59ia3t. ry, Vol 黒少人，数少民数民族への精神保健のアドボカシーについて示唆を述べた論文 黒人 総説

and minority ethnic communities: 20(6), Nov, 2007. pp. や 族のコミュニティの人々は，最近の精神保健アドポカシーの理念の発

27 Conceptual and ethical implications. 展による．アドボカシーの恩恵にはあずかっていない しかし 1983年に打ち立

てられた精神障害者の精神保健アドボカシーを基盤とするには．異なった要因
が含まれているので適しておらず，アドボカシーの概念をさらに探求すること
が必要であると主張している

28 Cim . zaertd hine ag dnofoulerr sstcehe-pe nat: itnitevhnoe t luirnsestluaare tiilooy nf shphooispwp. eitr al-
Biering P 

JcPohSuiYarntCraiHIc l oNA f uTCrR hsiinlNd g U& U RSAC)dHI, 2o0lLe0D s2 ceAAnD p t Psy-
思春期年代で強制的入院悶治療麿を受けている患者と看護師の関係について， ミ 総説

OLESC シェル フーコーの力と という視点から探求した論文強制的入院治療と

Apr-Jun: いう限り，患者看護師関 力の不均衡さは避けられないことを理解し，看護

15(2): 65-7 4 の平等という理想へ向けてのガイドラインが必要であると主張している

Coerced medication in psychiatric JSaimrrpestt on MA : Bowers L: Journal Of Advanced Nursing U Adv 精神科入院患者の強制的薬物療法につ 7つの国の 14の論文を検討した結果 文献レピュー

inpatient care: literaturereview. Nurs] 2008 Dec; Vol. 64 (6). pp. 538-48. いて，文献レビューを通して，その患 患者は 30歳代，診断は統合失調症，双

者の属性や臨床状況を明らかにした論 極性障害．その他精神病，入院形態は

29 文 強制入院の患者が強制的薬物療法を受

ける傾向由にあった 強制的薬暴物力療法の
主な理は，暴力あるいは のリス

クであった

Coercion or collaboration? Nurses Davies, Bronwen R., JHoeuarnlth al Nouf rPssinygch, Viaotril c 12a(1n: d Mental 
研究協力の同意について倫理的視点から検討した論文 子どもを持つ女性の入 総説

doing research with people who g ,).  Feb, 2005. 手可能なメンタルヘルスサーピスを明らかにした研究を題材に，研究協力の同

30 have severe mental health prob- pp. 106-111 意について倫理的に検討をしている 研究協力の同意は，協力者に説明を理解

lems. し同意する能力があるかという点では．倫理的問題をはらんでおりその判断
に関して精神科医の査定だけでは不十分である 研究対象者の同意する能力に
ついて倫理的討議をする必要性を主張している

Creating trust in an acute psychiat- Hem, Marit Helene, Nppu, r77sin7g -7E8t8h. ics, Vol 15(6), Nov. 2008. 急性期精神科病棟での患者看護師関係について論じている論文 看護では患者 総説

31 ric ward. との信頼関係は非常に重要な概念であるが，急性期精神科病棟においては信頼

とい作うよりも不信専としかいえない患者看護師関係であると述べている 信頼関
係を るのは， 門臓者としての責任であると主張している

Dangerous and severe personality Glen S Nursing Philosophy: An International 重医症療の従事人格者障害患者の治療 ケアについての倫理的視点から論じた論文 精神 総説

お disorder: an ethical concept? Journal For Healthcare Professionals の多くは重症の人格隙害患者に対して，治療をすることに躊躇して

け [9N8-u10rs 5. Philos] 2005 Apr; Vol. 6 (2), pp. おり それは人格害障患害患者者に治療として提供できることがないと思っているか

畠理
32 

らである 人格障 は，人の痛みがわからないというように，倫理的責任

昇を負う能力がないように思われている 危険で重症な人格障害患者は，医療従
も含めた一般の人々の倫理的概念に簡単に当てはまらない 彼らの倫理的
任能力のアセスメントを彼らの周りの環境を考慮した上で査定をする必要

があると主張している

A review of basic patient rights in Cady RF JONA's Healthcare Law, Ethics And 精神科における患者の人権について論じた論文 患者の人権について，医療者 総説

33 psychiatric care Regulation [JONAS Healthc Law は当然知っておかねばならない概念だが，精神科においてはやや混乱してとら

Ethics Regul] 2010 Oct-Dec; Vol. 12 (4), えられている 看護管理者は，スタッフが患者の人権について理解し，人権を

pp. 117-25; quiz 126-7. 守ることができるよう指導しなければならないと主張している

Aatntittiupdsyes choof tcic omdempuot nimty edpiscyacthioian trainc d Patel r MDX: : DDaE vid ZoAyS sa N: Journal Of Psychiatric And Mental デポ剤の使用は地方によってその使用 多くの地域精神保健看護師はデポ剤の 質問紙による実

Bake D: Health Nursing U Psychiatr Ment 方法が異なる ロンドンの地域精神保 治療を取り入れていた 看護師は医師 態調査

nurses. Health Nurs] 2005 Apr; Vol. 12 (2), pp. 健看護師を対象に，質問紙を用いて， よりも，デポ剤は患者の自立性をある

34 
237-44. デポ剤についての知識と認識を横断的 程度阻害し強制的であると思っていた

に調査した論文． デポ剤についての知識や副作用につい
て知っている看護師はデポ剤の使用に

肯育定的であった デポ剤についての教
が必要性を述べている

Do psychiatric advance directives Bosek, Marcia Sue JONA's Healthcare Law. Ethics, and 精神科事前指について論じた論文 精神科事前指示は，患者の自己決定権，自 総説

35 protect autonomy? De Wolf. Regulation, Vol 10(1), Jan-Mar, 2008. 立 自律を保護し，害を避け，患者の利益を促進する しかし臨床状況で実施

pp. 17-26. する際には，その長所，短所を今後十分に検討しなけれなならないと主張して
いる

Physical restraint in acute care psy-Moylan LB Journal Of Psychosocial Nursing And 急性期精神科病棟における身体拘束について．人間主義的な観点から論じた論 総説

cnhuirastmryg : a humanistic and realistic MNuerns taMl Henet alHth eaSlteh rvSiceers v] [J 20P0s9 ycMhaors; oc 文 人間主義の立場にたてば，者身体の拘尊束は患者や他の患者の安全を守るために

36 approach. 行われるものであるがその患 厳や自立方性かを侵害するものである 身体
Vol. 47 (3), pp. 41-7. 拘束をするにおいては法最律終と倫理的観点の両 らそのバランスを考慮して判

断されねばならない 的には．拘束のない環境を目指すべきであると主張
している

37 Pigkn eronnpobewslyaellcemohdgaigyatet, i. zrdyini: sg cFoosupurecscae iuaall tn, od abrspceohrwaveeaotrli/ oogn y, 

Stevenson, C .. Journal of P:ssinygch, Viaotrl ic 13a(6n)d , Mental 精神病発症のリスクの高い人々を観察指導することは，発症予防に有効である 総説

Hppe, a71lth 3-N7u2r1. sing, Dec, 2006. といわれている 自殺と権の力リスクの高い人々への予防的観察について． ミシェ
ル フーコーの＂知 ”という観点から検討した論文．結論として．医療

者が予防的観察の権を行力い発症を予防することはその個人の利益となるという考え
方は，医療者 を高めるために行われていると主張している
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題名 第一著者 掲載誌 主題および概要 結論 論文種類

Pdsuycctihoin atforic r ethics: A critical intro- Roberts, M., Journal of Ps, inyce-h. iVaotrlic l and Mental 精神科看護における看護倫理を説いた論文 多くの精神科看護師は B々 の看リ護ズ 総説

38 mental health nurses. Health Nursing, 1(5), Oct, 2004. 実践で倫理的問題に直面している 精神科看における倫理的視問題点はパターナ
pp. 583-588. ムと正義に関連していると述べ，日々の 護実践を倫理的 から批判的に考

えていく必要を主張している

Questionable requirement for Hem, Marit Helene, Nursing Ethics, Vol 14(1), Jan, 2007. pp. 
精神科意急は協性期病者棟の権での研究協力について論じた論文 研究協力科意に急つは性形い骸期て化のの病説し棟明て

総説

consent in observational research in 41-53. と同 力 利を守る重要な倫理的手段であるが．精神
39 psychiatry. での研究協力の説明と同意は強制的な治療の中，研究協力の同

いた 同じよ力うな 3つのケースを紹介し，論研じ究て協い力の同意と説明には， その状
況に応じて協者の人権を守る必要性を る

Research with the dnoduivbildy uvalus lner- Gwyn PG; Colin JM Journal HOef aPltsh ycSheorsvoicceias l Nursing And 精受神疾患患者の研る患究協者力同意について論じた論文． アルコール依存症で虐待を 総説

40 able populat10n of i who Mental U Psychosoc けた経験のあ は，高齢であったり，女性であるなど二重の脆弱性を背

abuse alcohol: an ethical dilemma. Nurs Ment Health Servi 2010 Feb; Vol. 負っていることが多い これらの方々を研究対象者にする場合には細心の倫理

48 (2), pp 38-43. 的配慮が必要であると主張している

Restraint and the question of valid- Paterson B: Duxbury J NVuol. rs1in4 g (4E), tphpic. s 5[3N5-u4r5s . Ethics] 2007 Jul; 精神科妥病当棟性における患者の拘束について論う じた論文 患者を拘束することにつ 総説

41 ity. いて は，十分な論議がなく暗黙の ち検に取討 り扱われてきた 拘束をする
妥当性は法的な側面．実践的な側面両方から されねばならないと主張して
いる

Restraint: cause for concern Grout G: Garrett D Nursing Older I uPl; eVoopl. le 2[0 N(u6r). s pOpl. der 高齢者精神従障のう事具害高者齢体者が精策の拘患神を挙束者障のガイドラインについての論文 高齢者精神保健福祉
総説

； 信百

42 
People] 2008 J 16. サービスの から暴力を受けることに対してのガイドラインはない

暴力を振る 害者への拘束の基準を確立する必要性を述べ，自分の

経験からそ げている

Restraints and the code of ethics: Mohr. Wanda K., 2A4r(1ch), iFvees b, o2f 0P10sy. cphpi. a3tr-i1c 4N. ursing, Vol 拘束について 4つの生命倫理原則に即して考察した論文．倫理的に考えると拘 総説
43 An uneasy fit. 複束雑は複化雑すで多面的な問題である 倫理原則に当てはめて考察しても問題をより

るだけに過ぎなかったと結論付けている

Seclusion and its context in acute Cleary, Michelle, Journal of Medical Ethics: Journal of 精神科急性期における隔離について現在の論議を検討した論り文行 隔離は患者と 総説
44 inpatient psychiatric care. the Insitute of Medical Ethics, Vol 他の患者の安全を守るために行うものであるができる限 わないことが望

に 36(8). Aug, 2010. pp. 459-462. ましいと述べている

お
To be a nurse or a neighbour? Hogberg T: Magnusson Nursing (5E). tphpic. s 46[N8-u7rs 8. Ethics] 2005 Sep; 精神障害者の近隣に住査む，精神科看護 精神科看護師は専門的知識を持ってい インタビュー調

け
45 A numrsoers all ivcionng cenrn ext fodr opor sytco hiinadtrivic idu-

A, Liitzen K Vol. 12 師の体験の聞き取り調 るので，私的な時間でも看護師として 査

孟理
役割を取るべきであると考えている

als with a mental illness. しかし私的な時間までもケアすべきな

のか，倫理的なジレンマも抱えている

と述べている

Use of holding, restraints, seclusion Sourander, A., Turku U, Etruyro, Vpoel an 11C(4h). ilD d & Adolescent Psychia-フィンランドにおける児童精神科病棟 患者行動が攻制繋的な行動をとるときに隔離 実態調資
and time-out in child and adolescent ec, 2002. pp 162-167. 入院中の 504人の患者についての拘束， や 限が行われている治療期間

46 psychiatric in-patient treatment. 隔離の実態調査 が長ければ行動制限を受けることも多

いことを明らかにしている 行動制限

のガイドラインの必要性を主張してい

る

Use of tasers on people with mental O'Brien, Anthony ]., International Journal of Law and 文献を検討す警ることを通して，ニュー 高電圧銃を使用した人物の 21%が精神 文献レビュー
illness: A New Zealand database Psychiatry, Vol 34(1), Jan-Feb, 2011 ジーランド 察による高電圧銃の使用 症状を持っていた 高電圧銃の使用は，

47 study. pp, 39-43. のうち，精神健康度上の問題が生じてい 犯罪に対してよりも精神症状により暴
る人々がどの程 含まれているのかを 力状態になっている人物に使用される
明らかにした論文 割合が高かった

48 Wrirsaisc thuinooesn us e rotslhf iinfafie g t vips e ceaicrrt ote aanniotn ef ymwtto hpae tyohrap? e eArrpy sn soyen etcxhhwpiicahloato --l 

Cutcliffe, John R .. International Journal of Mental Health 自殺について倫理的に考察した論文．身体を傷ずつけるリスクから個人を守る 総説

N24u5r. sing, Vol 17(4), Aug, 2008. pp. 236- というパターナリズムは個人の身体は個自人のものであの権る利という権利を侵害し
ている 倫理的観点から厳密に論じると 殺もひとつ であると主張して
いる

is suicidal Part one. 
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表 2 文献検討結果：カテゴリー

カテゴリー サブカテゴリー 題名

>
cAotmtiptuadriisnoan l bpeattwteernen s nduertseers mfrionm ing Swdeedceisn ioann-d mGakeirnmg anin y. severely ill elderly patients: a cross-cultural 

Advances directives in dementia: Issues of validity and effectiveness. 

Deliberative assessment of surrogate consent in dementia research 
認知症 高齢者の意思決定の在り方

Do caregivers'experiences correspond with the concerns raised in the literature? Ethical issues 
relating to anti-dementia drugs. 

Ethical decision-making about older adults and moral intensity: An international study of physicians. 

Substitute consent for nursing home residents prescribed psychotropic medication. 

認知症 高齢者に追跡装置をつけることの倫理的問題 Bwiig th bdroetmheen r is watching you-the ethical g imdpilffiiccatuilotnies s. of electronic surveillance measures in the elderly 
tia and in adults with learnin 

認知症 高齢者への医療における倫理的配慮 Wcaporalcd ity Psin ychiatric Association Section of Old Age Psychiatry consensus statement on ethics and 
older people with mental disorders. 

司法精神科差医療における倫理的精問題の提起（患者
に対する 別的な隠語）と司法 神科医療の在り An exploration of othering in forensic psychiatric and correctional nursing. 
方

司法精神科医療におけるの在り方 Exploring ethical, legal, and professional issues with the mentally ill on death row. 

司法精神科医療における倫）理的問題の提起医療（看護
師の直面している困難さ と司法精神科 の在 Forensic psychiatric nursing: a literature review and thematic analysis of role tensions 
り方

司法精神科医療における倫理的問題の提起（パター
Is there a case for paternalism in forensic nursing? 

ナリズム）

司法法精精神神科科医医療療のに在おける倫理的問題の提起と
司法精神る強科制医的療なに治お療け）る倫理的問題の提起 （地域 Power and control: forensic community mental health nurses・perceptions of team-working, legal 

司 り方
におけ sanction and compliance. 

司法精ー神）科医療における倫理的問題の提起（プラ
イバシ

Privacy of patients in the forensic department of a psychiatric clinic: a phenomenological study. 

司法精神科医療における倫理的問題の提起と司法
Relational ethics in forensic psychiatric settings. 

精穂科医療の在り方

観司察法）精神と司科法医精療神に科お医け療るの倫在理り的方問題の提起 （特別 Special observations in forensic psychiatric practice: gender issues of the watchers and the watched. 

l 理

司神法科精医神療科の医在療における倫理的問題の提起と司法 The ethics of forensic psychiatry: Moving beyond principles to a relational ethics approach. 
精 り方

Civilizing the'Barbarian'・a critical analysis of behaviour modification p rogrammes in forensic 

司法精神科医療における治療プログラムの検討 psychiatry settings. 

Providing culturally competent care for the criminally insane inmate. 

司法精神科医療の質の改善方法の探究

Can a focused staff htraosipniitnag l? programme improve the ward atmosphere and patient satisfaction in a 
forensic psych,atnc A pilot study. 

Swedish forensic nursing care: nurses'professional contributions and educational needs. 

Multi-disciplinary working in a forensic mental health setting: ethical codes of reference. 
司法精神科医療従事者への教育方法についての検討

Towards a'forensic lens'model of multidisciplinary training. 

司法精神科医療従事者の内部告発について Whistleblowing and boundary violations: exposing a colleague in the forensic milieu 

精神科医療における倫理的療問題（拘束隔離） Nurses'and physicians'educational needs in seclusion and restraint practices. 

精神科医療における倫理的問題（拘束） Physical restraint in acute care psychiatry: a humanistic and realistic nursing approach. 

精神科医療における倫理的問題（拘束） Restraint and the question of validity. 

精神科医療における問題（拘束隔離）
精神科医療における倫理的問題（拘束） Restraint: cause for concern. 

精神科医療における倫理的問題（拘束隔離） Restraints and the code of ethics: An uneasy fit. 

精神科医療における倫理的問題（隔離） Seclusion and its context in acute inpatient psychiatric care. 

精神科医療における倫理的問題（拘束）
Use of holding, restraints, seclusion and time-out in child and adolescent psychiatric in-patient 
treatment. 

精神科医療における倫理的問題（強制的治療） Caring for the involuntarily hospitalized adolescent: the issue of power in the nurse-patient relationship. 

精神科医療における倫理的問題（強制的治療） Coerced medication in psychiatric inpatient care: literaturereview. 
精神科医療における倫理的問題（強制的薬物治療）

Antipsychotic depot medication and attitudes of community psychiatric nurses. 

Coercion or collaboration? Nurses doing research with people who have severe mental health problems. 

精神科医療における倫理的問題（研究協力の同意） Questionable requirement for consent in observational research in psychiatry. 

Research with the doubly vulnerable population of individuals who abuse alcohol: an ethical dilemma. 

精神科医療における倫理的問題（守秘義務） Is it acceptable for a psychiatrist to break confidentiality to prevent spousal violence? 

精神科医療における倫理的問題（アドボカシー）
Mental health advocacy with black and minority ethnic communities Conceptual and ethical 
implications. 

精神科医療における倫理的問題（人格障害） Dangerous and severe personality disorder: an ethical concept? 

精神科医療における倫理的問題（事前指示） Do psychiatric advance directives protect autonomy? 

精神科医療における倫理的問題（特別観察） Pporowbelre/mkantoiwzilneg dgsep. ecial observation in psychiatry: Foucault. archaeology. genealogy. discourse and 

精神科医療における倫理的問題（自殺） Wpshycohse iatlrific e nis urist inag nycawrae yo? f tAhn e peexrpsloon rawtihoo n is of sufiicvie dacl: oPnatert mopnoer. ary ethical issues that pertain to the 

Creating trust in an acute psychiatric ward. 

精神科における看護倫理 A review of basic patient rights in psychiatric care. 

Psychiatric ethics: A critical introduction for mental health nurses. 

精神障害者の近隣に住む精神科看護師の倫理的ジレンマ
To be a nurse or a neighbour? A moral concern for psychiatric nurses living next door to individuals 
with a mental illness. 

警察が高電圧銃を使用して拘束した身柄のうち精神障害者に割合について Use of tasers on people with mental illness: A New Zealand database study. 
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の方法では司法精神科医療看護で生じている倫理的問題を

解決するには難しいことが推測される．なぜなら Wendy

(2009) は，司法精神科医療看護で生じている倫理的問題

に，倫理原則を適用して問題解決を図ることは，状況をさ

らに複雑にするだけで効果がないと指摘している．同様に

Austin (2001) も倫理原則を適用してその解決を図る困難

さを述べており，司法精神科医療看護の倫理的問題を解決

するためには，医療者と患者の“関係性”においてのアプ

ローチをもちいるべきと主張している．

(3)一般精神科医療看護（精神病を対象とした精神科にお

ける医療及び看護）における倫理

精神科における看護倫理について論じた論文が3件，精

神科医療看護における倫理的問題を取り上げた論文が 19

件，その他として「精神障害者の近隣に住む精神科看護師

の意識調査」「警察が高電圧銃を用いて確保した身柄のう

ちの精神障害者の割合」の 2件であった．

精神科医療看護における倫理的問題については，強制的

治療を焦点として論じている論文は 10件であった．その

うち一番多かったのは，隔離拘束の 7件である．隔離拘束

のほかに，強制的治療について論じた論文は，強制的治療

1件，強制的薬物治療 2件であった．

論文で取り上げられている精神科医療看護における倫理

的問題について，強制的治療の次に多かったのが，研究に

おける説明と同意の問題であり， 3件の論文があった．他に

は，「特別観察」「守秘義務」「自殺」「アドボカシー」「人

格障害」「事前指示」についての論文が各 l件であった．

精神科医療看護における倫理的問題について強制的治療

を取り上げている論文が一番多かったということは，精神

科医療看護においてはその疾患の特徴から，患者の意思に

反して治療が強制的に行われることがあり，この治療看護

のあり方が倫理的問題であることを示している．精神科医

療看護では，強制的に治療を行うことで容易に患者の人権

を侵害する素地があるため， Cady(2010)やHelen(2007) 

は看護者として患者の人権を守るべきであることを強調し

ている．

患者の人権を医療者が守るために，精神科医療看護にお

いては法的な整備をしている国が多くある．さらに，患者

の人権を守るための具体的な行動指針としてガイドライ

ンを整備すべきだと， Biering(2002), Grount (2008)や

Sourander (2002)が主張している．

一方，倫理原則など，あるべき論では精神科医療看護

の倫理的問題を解決できないとの主張もある. Kontioら

(2009)やWanda(2010) は，隔離拘束についての倫理的

問題を考えるのに，倫理的問題を適用するだけでは現実

の精神科医療看護の実態に即していないと指摘している．

Paterson (2007) も同様に，拘束という倫理的問題は法律

的な立場のみならず医療の現場の実態からも検討しなけれ

ばならないことを指摘している．

Roberts (2004) は，この精神科医療看護の倫理的問題

の根源は，パターナリズムと正義の対立であると指摘して

いる．患者自身が精神疾患により自分の最善の利益を判断

できないので，医療者が患者に代わり患者の最善を考えた

医療看護を提供すべきというパターナリズムと，患者の自

己決定権を擁護すべきという専門職者としての正義の対立

である．

患者の自己決定権を擁護する方策のひとつとして事前指

示（意思決定不能状態に陥った場合の医療ケアに関する個

人的希望を，事前に判断し指示するもの）がある．精神科

における事前指示の有効性を検討しているのは， DeWolf 

(2008) である．一方でパターナリズムの関係は，医療

者（看護師）と患者の関係性により左右されるものである

(Stevenson, 2006 ; Helen, 2008). Biering (2002)は，

患者看護師関係の力の不均衡さは避けられないことを理解

し，看護をする中で関係性の平等を考慮していかねばなら

ないと主張している．さらに倫理的問題の解決のためには

お互いの信頼を基盤とした患者看護師関係の成立が大前提

であり， Helen(2008) は，信頼関係を築くのは，看護師

の専門職者としての倫理的責任であると述べている．

6. 考察

1)精神科医療看護における倫理的問題が生じている領域

対象文献は「認知症・高齢者の看護における倫理」「司

法精神科医療看護における倫理」「精神科医療看護におけ

る倫理」の 3つに大きく分けることができた．

認知症患者は，欧米諸国では増加傾向にある．認知症に

より意思決定ができなくなった場合，誰が患者の人権を擁

護するのか，法的な整備もふくめて現在，検討されねばな

らない重要な問題である．

同様に，司法精神科医療看護も最近，法的整備がされ始

めた領域である． 日本でも， 2005年に殺人や放火などの

重大犯罪行為を行った心神喪失者等に対し，犯罪の原因と

なった病状を改善するとともに同様の行為を再度起さな

いために，継続的かつ適切な医療を提供し社会復帰に結び

つけることを目的とした心神喪失者等医療観察法が施行さ

れたそれまでは，犯罪行為を行った精神障害者は精神科

医療看護の対象とされていたため，精神科医療看護が社会

の安全を担う社会的使命も負っていた．司法精神科医療の

確立は，精神科医療をその使命から開放することとなっ

た．一方で司法精神科医療看護が患者の治療と保護監督と

いう，矛盾する社会的使命を担ったことでさまざまな倫理

的問題を抱えることとなった
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司法精神科医療看護についての文献では，その倫理的問

題を指摘するだけではなく，治療プログラムやスタッフの

教育なども探求されている．今後，さらに質の向上に向け

た研究が発展すると考える．

2)精神科医療看護における倫理についての今後の示唆

社会の安全を守る使命から開放された精神科医療看護で

も，精神疾患により患者が自分の最善の利益を適切に判断

できないとみなされているため，医療者が患者に代わり患

者の最善を考えた医療看護を提供すべきというパターナリ

ズムと，患者の自己決定権を擁護すべきという専門職者と

しての正義の対立から倫理的問題が生じていた．

この倫理的問題の解決のために文献が提案していたの

は，ガイドラインの整備，事前指示の実践的な導入，そし

て倫理原則を適用するよりも医療者と患者の関係性からア

プローチするという 3つである．この解決策は，患者の治

療と監督保護という対立する矛盾を抱えている司法精神科

医療看護の文献でも提示されていた．

臨床で生じる倫理的問題に対するガイドラインの整備は

必要である特に精神科医療看護では精神疾患の特徴から

患者の意思に反して治療看護が行われる実情があり，欧米

諸国を始め多くの国では，精神科疾患患者の人権を保護す

るための法的整備がされている (WHO, 2005). しかしガ

イドラインや法律はあくまでも行動の指針であり，倫理的

問題を解決するというよりは，最低限の人権保護をするた

めの医療者の行動指針でしかない．患者の人権を保護する

ためのガイドラインや法律遵守は， Kohlberg(1987) の

述べる道徳的発達段階の第 4段階に該当し，医療者として

の倫理観や責任を育成するものではなく，むしろ医療者の

倫理的感受性を低下させる危険性もある．医療者は専門職

者としての倫理観と責任を持って倫理的問題の解決に当た

る必要がある．

一方，高齢の認知症患者の人権保護のために浸透してき

ている事前指示を，精神科医療看護に導入することは，患

者の自己決定権を保証するひとつの手段として期待するこ

とができる． しかし高齢認知症患者の事前支持について

de Boer (2010) が指摘しているように，治療拒否や安楽

死など，一般的な社会常識では個人の利益を損なうと考え

られるような患者の意思に対しては，医療者の判断が優先

されている場合が多い．患者の意思が適切かどうかを誰が

判断するのか．適切とは何か．事前指示の精神科医療看護

での導入においても，実践的な導入の検討に加え， 自己決

定権の本質を探究しなければならないだろう．

一般精神科医療看護においても司法精神科医療看護にお

いても，生じている倫理的問題の解決には，倫理原則を適

用するより医療者と患者の関係性からアプローチすること

精神科医療看護における倫理の動向（荻野）

が有効であると示唆されていた自己の権利を守ることが

できない患者に代わり，医療者は患者に専心し，専門職者

としての責任をもって患者との信頼関係を築き，その信頼

関係を基盤として患者の最善を考え判断する，ケアリング

倫理によるアプローチである． しかしこのアプローチは，

専門職者としての倫理観に頼るものであり，またパターナ

リズムに陥る危険性がある．

患者の人権を擁護するためには，患者自身が何を望んで

いるのか，耳を傾け，尊重することが求められる． しかし

上述したように患者の意思が適切かどうか，つまり患者の

意思が他人の権利を侵害せず，現実的に本人の利益となる

のかどうかも考えていかねばならない．そのためには，専

門職者としての倫理的責任に立脚しながら，患者と対話

dialogあるいは会話 discourseを通して，その内容を記録

し，患者の権利擁護となっているのか倫理的視点から検討

していくことが必要である．

今回の文献検討を通して，精神科医療看護の倫理に関す

る論文は，総説が多く研究論文は少なかった．研究論文も

実態調壺にとどまっていたのが現状であることが明らかと

なった．精神科医療看護の倫理的問題に関する基礎的な研

究が必要である．それには，精神科医療看護の問題を解決

するための患者との対話あるいは討論をつぶさに記述し，

倫理的視点から検討を重ねていくことからはじめなければ

ならないと考える．
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